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が
、
Ｅ
Ｖ
普
及
を
遅
ら
せ
る
一
因
と

な
っ
て
い
る
。
既
に
多
く
の
モ
バ
イ

ル
機
器
に
使
用
さ
れ
、
一
般
的
に
は

身
近
な
電
子
部
品
だ
が
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
も
課
題
に
な
っ
て
い
る
よ

う
に
容
量
の
拡
大
が
喫
緊
の
課
題
と

な
っ
て
い
る
。

　

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の
研
究
開

発
は
、
容
量
の
向
上
、
充
放
電
効
率

の
向
上
、
低
価
格
化
な
ど
だ
。
現
行

の
材
料
を
使
用
し
て
い
る
限
り
、
化

学
的
な
限
界
か
ら
現
在
の
容
量
が
２

倍
に
な
る
の
は
考
え
難
く
、
そ
の
場

合
、
Ｅ
Ｖ
の
走
行
距
離
は
最
大
で
も

４
０
０
㌔
程
度
（
現
状
は
２
０
０
㌔

程
度
）
に
と
ど
ま
る
。
Ｅ
Ｖ
が
一
般

自
動
車
と
し
て
普
及
し
て
い
く
と
予

測
す
る
に
は
無
理
が
生
じ
て
い
る
。

　

普
及
促
進
の
一
つ
の
案
と
し
て
、

ワ
イ
ヤ
レ
ス
給
電
（
非
接
触
型
の
無

線
に
よ
る
充
電
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。

コ
ー
ド
レ
ス
電
話
、
電
気
シ
ェ
ー
バ

ー
、
電
動
歯
ブ
ラ
シ
な
ど
で
は
既
に

使
用
さ
れ
て
お
り
、
最
近
で
は
モ
バ

イ
ル
機
器
向
け
で
製
品
化
さ
れ
始
め

て
い
る
。
例
え
ば
、
自
宅
、
ス
ー
パ

ー
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
交

【電気自動車】
普及の鍵は“ちょこちょこ充電”

　

電
気
自
動
車
（
Ｅ
Ｖ
）
が
な
か
な

か
普
及
の
波
に
乗
れ
な
い
。
価
格
の

高
さ
、
充
電
イ
ン
フ
ラ
の
未
整
備
、

走
行
距
離
、
充
電
時
間
な
ど
、
発
売

当
初
か
ら
の
課
題
が
残
さ
れ
て
お

り
、
自
動
車
メ
ー
カ
ー
が
期
待
し
た

よ
う
な
市
場
の
伸
び
に
な
っ
て
い
な

い
。
Ｅ
Ｖ
向
け
の
部
品
、
素
材
サ
プ

ラ
イ
ヤ
ー
も
同
様
で
あ
り
、
市
場
の

伸
び
に
期
待
し
て
設
備
投
資
を
先
行

さ
せ
た
企
業
も
多
か
っ
た
が
、
低
稼

働
率
に
悩
ん
で
い
る
。

　

主
要
部
品
の
一
つ
で
あ
る
リ
チ
ウ

ム
イ
オ
ン
電
池
の
容
量
（
バ
ッ
テ
リ

ー
持
続
時
間
）
に
限
界
が
あ
る
こ
と

差
点
な
ど
、
自
動
車
が
停
車
す
る
可

能
性
の
高
い
場
所
に
ワ
イ
ヤ
レ
ス
給

電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
。
常
に
充

電
で
き
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
で
走

行
距
離
、
充
電
時
間
に
対
す
る
懸
念

は
解
消
さ
れ
る
。

　

ワ
イ
ヤ
レ
ス
給
電
に
よ
る
“
ち
ょ

こ
ち
ょ
こ
充
電
”
シ
ス
テ
ム
が
完
成

す
る
こ
と
で
、
電
池
の
容
量
を
必
要

以
上
に
向
上
さ
せ
る
必
要
が
な
く
な

る
。
必
要
最
低
限
の
電
池
を
搭
載
す

れ
ば
よ
い
た
め
、
コ
ス
ト
削
減
に
つ

な
が
る
。
車
体
の
軽
量
化
に
貢
献
す

る
た
め
、
走
行
距
離
も
伸
び
る
。

　

女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
が
自
動
車
の
運

転
で
敬
遠
す
る
こ
と
の
一
つ
に
給
油

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
ワ
イ
ヤ
レ
ス

給
電
で
「
充
電
（
給
油
）
フ
リ
ー
社

会
」
に
な
る
の
は
ド
ラ
イ
バ
ー
に
と

っ
て
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
と
な
り
得

る
。
燃
料
電
池
車
に
対
し
て
も
大
き

な
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
で
は
な
い
か
。

　

ワ
イ
ヤ
レ
ス
給
電
の
普
及
に
は
膨

大
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
必
要
な
上
、

電
磁
波
の
問
題
な
ど
解
決
す
べ
き
点

は
多
い
。
次
世
代
エ
コ
カ
ー
へ
の
搭

載
が
期
待
さ
れ
る
燃
料
電
池
は
自
動

車
だ
け
で
な
く
、
マ
イ
ク
ロ
グ
リ
ッ

ド
（
小
規
模
発
電
網
）
的
な
発
電
シ

ス
テ
ム
に
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
も
想

定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
活
用
度
の
広

さ
で
は
ワ
イ
ヤ
レ
ス
給
電
よ
り
も
優

位
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
燃
料
電
池
も
イ
ン
フ
ラ

整
備
は
必
要
で
あ
り
、
莫ば

く
だ
い大
な
投
資

が
か
か
る
。
燃
え
や
す
い
水
素
を
扱

う
こ
と
で
安
全
性
に
対
す
る
懸
念
も

少
な
く
な
い
。
ワ
イ
ヤ
レ
ス
給
電
に

よ
っ
て
、
走
行
距
離
や
充
電
と
い
う

概
念
を
な
く
す
こ
と
は
、
快
適
な
車

社
会
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
そ
ん
な
「
初
夢
」
が

現
実
と
な
る
日
が
楽
し
み
で
あ
る
。

　

Ｅ
Ｖ
の
ア
ピ
ー
ル
方
法
も
考
え
直

し
た
い
。
エ
コ
だ
け
で
は
、
消
費
者

は
振
り
返
ら
な
い
だ
ろ
う
。
ま
ず
は

車
と
し
て
の
魅
力
、
Ｅ
Ｖ
の
快
適
さ

を
訴
え
る
べ
き
と
考
え
る
。
米
Ｅ
Ｖ

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
テ
ス
ラ
・
モ
ー
タ

ー
ズ
の
人
気
、
欧
州
の
自
動
車
メ
ー

カ
ー
が
高
級
車
に
Ｅ
Ｖ
を
投
入
し
て

い
る
背
景
を
注
視
す
べ
き
で
あ
る
。
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